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1023
15 表採

安山岩  8000.0g
S=1/6

1024
15B 1320SK

片麻岩 301.8g
S=1/3

1029
15B 

緑色片岩 358.8g
S=1/3

1025
15B   1452SK

塩基性片岩 87.8g
S=1/3

1028
15B   排土

緑色片岩  243.5g
S=1/3

1027
15B   検出 1

塩基性凝灰岩  51.6g
S=1/3

1026
15B   1753SK

緑色片岩 34.3g
S=1/3

0 10cm(1/3)

0 40cm(1/6)

第 297 図　大型石棒・石棒石刀類
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1030
15Cb   

結晶片岩 555.2g
S=1/3

1031
15B 

凝灰岩  896.9g
S=1/3

1032
15B  1932SK 

片麻岩  676.9g
S=1/4

1033
15A  表採 

安山岩  472.2g
S=1/4

1035
15B  表土掘削

塩基性岩  160.9g
S=1/3

1034
15B  2338SK 

塩基性岩  553.0g
S=1/3

0 20cm(1/4)

0 10cm(1/3)

0 40cm(1/6)

第 298 図　石棒石刀類・石冠・独鈷石
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1036
15B  検出 1

泥質凝灰岩  17.7g
S=1/3

1041
15B  3352SK

凝灰質砂岩  15.5g
S=1/3

1045
15A  0059SX

砂質凝灰岩  23.1g
S=1/3

1046
15A  検出 1

泥質凝灰岩  204.8g
S=1/3

1047
15A  検出 1

砂質凝灰岩  21.3g
S=1/3

1048
15B 0229SK

砂質凝灰岩  12.9g
S=1/3

1043
15A  0059SX

凝灰岩  18.4g
S=1/3

1044
15A  0059SX

砂質凝灰岩  56.0g
S=1/3

1042
15B  検出 1

凝灰質砂岩  46.4g
S=1/3

1038
15Cc  3127SK

泥質凝灰岩  32.7g
S=1/3

1039
15Cb  3324SK

泥質凝灰岩  40.1g
S=1/3

1040
15Cb  3340SK

泥質凝灰岩  55.2g
S=1/3

1037
15Cb  3625SK

安山岩  122.4g
S=1/3

0 10cm(1/3)

第 299 図　岩偶岩版類（１）
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1058
15B  1177SK

凝灰岩  48.0g
S=1/3

1057
15B  1133SK

泥質凝灰岩  87.0g
S=1/3

1056
15B  1068SK

砂質凝灰岩  93.6g
S=1/3

1055
15B  0979SK

砂質凝灰岩  201.0g
S=1/3

1054
15B  0730SK

軽石  89.5g
S=1/3

1053
15B  0685SX

砂質凝灰岩  59.7g
S=1/3

1050
15B  0514SK

凝灰岩  17.7g
S=1/3

1051
15B  0599SK

砂質凝灰岩  92.6g
S=1/3

1052
15B  0600SK

凝灰岩  205.3g
S=1/3

1049
15B  0510SK

凝灰岩  225.6g
S=1/3

0 10cm(1/3)

第 300 図　岩偶岩版類（２）
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1068
15Cb  検出 1

砂質凝灰岩  95.5g
S=1/3

1070
15Cb  検出 1

砂質凝灰岩  32.2g
S=1/3

1066
15Cb  検出 2

砂質凝灰岩  108.0g
S=1/3

1067
15B  検出 1

泥質凝灰岩  43.8g
S=1/3

1069
15Cb  検出 1

凝灰質砂岩  85.0g
S=1/3

1062
15Cb  3333SK

泥質凝灰岩  23.7g
S=1/3

1063
15Cb  3349SK

泥質凝灰岩  81.6g
S=1/3

1064
15B  表土

緑色片岩  3.2g
S=1/3

1065
15Cb  検出 1

砂質凝灰岩  52.0g
S=1/3

1061
15Cb  3194SK
凝灰岩  16.2g

S=1/3

1060
15B  1641SK

安山岩 B  4.2g
S=1/31059

15B  1433SK
凝灰岩  18.4g

S=1/3

1092
15B  2188SK

花こう岩  11500g
S=1/6

0 10cm(1/3)

0 40cm(1/6)

第 301 図　岩偶岩版類・その他の石製品
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2001
15Cb   表土掘削

閃緑岩 5000g
S=1/6

0 40cm(1/6)

237.8g)、凝灰岩 2 点 ( 計 245.0g)、泥岩 1 点 (37.2g)、
泥質凝灰岩 1 点 (53.8g)、花こう岩 1 点 (1841.1g)、
片麻岩 4 点 (520.8g) である。著しく重量の大きい花
こう岩製を除くと、重量の平均値は 86.8g である。

（24）切目石錘【9】
　　236・535 〜 542
　長軸両端に擦り切り状に施溝の認められるもので
ある。使用石材別に見ると、安山岩 1 点 (32.3g)、塩
基性岩 1 点 (81.6g)、塩基性片岩 1 点 (51.8g)、凝灰
岩 1 点 (33.0g)、砂質凝灰岩 1 点 (111.0g)、泥質凝
灰岩 2 点 ( 計 147.0g)、片麻岩 1 点 (43.7g)、ホルンフェ
ルス 1 点 (32.6g) である。重量は 8.1g 〜 138.9g ま
であり、平均重量は 59.2g である。

（25）有溝石錘【13】
　　52・100・113・114・543 〜 551
　身部に施溝が巡るものである。使用石材別に見る
と、砂質凝灰岩 2 点 ( 計 60.0g)、塩基性岩 7 点 ( 計
307.4g)、塩基性片岩 1 点 (13.9g)、塩基性片岩 1 点
(53.9g)、黒色片岩 1 点 (32.3g)、緑色片岩 1 点 (67.9g)
である。自然礫の形状に施溝が実施されているもの
もあれば、表面に研磨調整を施したり、研磨による
整形を施してから施溝が実施されているものある。
　北設楽地域では、552 のような有溝石錘製作途上
と思われる資料がいくつか知られている。後述する
擦切具の存在など、当地で施溝などが実施されてい
たことを示す資料といえる。

（26）砥石【124】
　　60・85・147・238・244・571 〜 575・578
〜 582
　　砥石には、砥石と対象物との関係によって、手
持ち砥石と石皿台石類のような置き砥石に二分され

るが、ここに報告する砥石は、法量が大きく据え
置く形でしか使用できないものでなければ、いず
れにも使用可能なもののようである。石材は、安山
岩 B1 点 (11.2g)、安山岩 1 点 (41.7g)、凝灰岩 7 点
( 計 276.4g)、 凝 灰 質 泥 岩 2 点 ( 計 103.2g)、 凝 灰
質砂岩 77 点 ( 計 2175.5g)、砂質凝灰岩 21 点 ( 計
2003.5g)、泥質凝灰岩 5 点 ( 計 203.4g)、泥岩 1 点
(1.1g)、片麻岩 9 点 ( 計 2943.9g) である。

（27）擦切具【6】
　　37・118・239・576
　上記手持ち砥石の中でも、端部を使用するもので、
石鋸などにも類似するか。三遠地域の山間部では古
くからその出土か知られており、近年の設楽ダム関
連の調査でも、滝瀬遺跡で出土が確認されている。
使用石材は砂質凝灰岩 4 点 ( 計 146.7g)、凝灰質砂
岩 2 点 ( 計 30.2g) である。

（28）磨石敲石類（いわゆる凹石も含む）【1041】
　15・53 〜 55・115・134 〜 142・218・237・
553 〜 567・1071
　河原石の円礫で、楕円形状・棒状・扁平形状のも
のをもとに使用したもので、本遺跡からは多量に出
土している。磨石としての使用痕と敲石としの使用
痕が、一資料でそれぞれの場合もあるものの、実際
には両者が混在して認められる場合が多い。また、
著しい凹み部が形成されているものも計 84 点確
認した ( 図化資料では 15・54・55・115・134 〜
138・141・142・218・556 が該当する )。
　使用石材は、安山岩 B ( 計 2093.5g)、安山岩 D 26
点 ( 計 15106.7g)、安山岩 E 3 点 ( 計 1247.5g)、そ
の他安山岩 109 点 ( 計 42748.3g)、凝灰岩 154 点
( 計 47901.3g)、砂質凝灰岩 188 点 ( 計 38761.5g)、
凝灰質泥岩 3 点 ( 計 745.9g)、凝灰質砂岩 61 点 ( 計
14962.7g)、アプライト 16 点 ( 計 9111.7g)、閃緑

第 302 図　その他の石製品
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岩 8 点 ( 計 11936.3g)、 珪 質 岩 4 点 ( 計 1971.6g)、
砂 岩 4 点 ( 計 2344.9g)、 泥 質 凝 灰 岩 68 点 ( 計
10849.9g)、砂質凝灰岩 1 点 (92.4g)、塩基性岩 1 点
(926.4g)、礫岩 1 点 (564.7g)、花こう岩 77 点 ( 計
53294.9g)、片麻岩 308 点 ( 計 147078.1g) である。

（29）石皿台石類【233】
　　56 〜 59・71・75・76・116・117・143 〜
146・217・248・274・275・568 〜 570
　扁平な板石を素材として、著しい加工を加えずに
そのまま使用されているものである。やや小型のも
のになると平面ではなく側面にも使用痕が確認でき
るものもあり、磨石敲石類としての使用もされたと
考えられるものも一定数認められる。
　石材別に見ると、安山岩 D 4 点 (12915.7g)、その
他安山岩 25 点 (86051.5g)、凝灰岩 43 点 (313534.8g)
凝 灰 質 砂 岩 10 点 (18816.3g)、 砂 質 凝 灰 岩 13 点
(24718.2g)、アプライト 1 点 (3500.0g)、閃緑岩 1
点 (4000.0g)、花こう岩 28 点 (300403.3g)、片麻岩
108 点 (625236.5g) である。
２　石製品

（１）大型石棒【18】
　　1001 〜 1003･1005・1007・1008・1015 〜
1023
　大型石棒としたものは、石棒石刀類の対比される
大型のものを一括しており、法量からは径 10cm を
越える一群と、10cm 未満のやや小振りのものに分
けられる。1005 は径 20cm ほどと飛び抜けて大きい。
また、製作 ･ 加工の観点からみると、表面に明確な
研磨および頭部の作り出しなどの整形が行われてい
るもののほかに、1019 などのように自然の棒状礫
を大型石棒に見立てて使用されているものも、ここ
に含めている。
　使用石材でみると、安山岩 2 点 ( 計 15500g)、凝
灰岩 8 点 ( 計 33188.1g)、凝灰質砂岩 2 点 (855.0g)、
砂 質 凝 灰 岩 3 点 (2986.1g)、 結 晶 片 岩 2 点 ( 計
745.6g)、片麻岩 1 点 (6000g) である。

（２）石棒石刀類【22】
　　1010・1014・1024 〜 1030
　細身の器種で、一側辺が尖り、対向する辺が背に
なるような刀形を呈するものが主流である。細片化
されたもののみが出土している。
　1026 などは、細片化されたものの長軸方向に施
溝が巡られさているもので、石棒石刀類が石錘に転
用されたといわれることが多いものである。祭祀行
為の結果、このような加工が加えられたとも捉える
ことが可能であり、このような事例については、今
後も注意深く検討する必要があろう。
　使用石材でみると、安山岩 1 点 (106.8g)、塩基性
岩 1 点 (77.2g)、塩基性凝灰岩 1 点 (51.6g)、塩基性

片岩 1 点 (87.8g)、結晶片岩 4 点 ( 計 652.2g)、片麻
岩 3 点 ( 計 499.9g)、ホルンフェルス 1 点 (135.6g)、
緑色片岩 10 点 ( 計 1310.5g)、である。

（３）岩偶岩版類（線刻礫含む）【78】
　　577・1006・1012・1013・1036 〜 1063・
1065 〜 1070
　北設楽地域を特徴付ける石製のひとがたである。
扁平なものは、平面形状が楕円形や水滴形を呈する
ものが多く、線刻で横線や縦線などが線刻されてい
る。中には、楕円形状の長軸方向に施溝されている
ものもあり、有溝石錘とされている一群ときわめて
近い形状となっているものもある (1037 など )。また、
1036 のような厚みのあるものでは、端部に線刻が
併行して巡るなど、石棒類に近い形状を呈するもの
も認められる。
　石材別にみると、安山岩 D 2 点 ( 計 44.7g)、その
他安山岩 1 点 (122.4g)、凝灰岩 16 点 ( 計 942.5g)、
軽石 1 点 (89.5g)、砂質凝灰岩 31 点 ( 計 1825.9g)、
泥質凝灰岩 24 点 (1522.8g)、凝灰質砂岩 2 点 ( 計
100.5g)、泥岩 1 点 (22.3g)、である。
　また、調査では、岩偶岩版類に対応すると考えら
れる原石を計 858 点採取している。線刻や研磨など
の人工的な可変が加わっていないものである。遺跡
内の堆積層に存在していたものもある上で、境川岸
で採集されたもの遺跡内に集中して持ち込まれ事情
もあったものと考えられる。石材別に見ると、安山
岩 B 19 点 ( 計 90.3g)、安山岩 D 12 点 ( 計 515.7g)、
その他安山岩 11 点 ( 計 235.9g)、凝灰岩 122 点 ( 計
2304.3g)、砂質凝灰岩 381 点 ( 計 8523.5g)、泥質
凝灰岩 267 点 ( 計 6762.0g)、凝灰質泥岩 1 点 (53.8g)、
凝 灰 質 砂 岩 41 点 ( 計 834.1g)、 片 麻 岩 4 点 ( 計
21.1g)、である。

（４）独鈷石【2】
　　1034・1035
　磨製石斧同様に、敲打による粗整形の後に、研磨
調整で仕上げられているものである。2 点確認され、
いずれも塩基性岩を使用している。

（５）石冠【6】
　　1004・1009・1011・1031　〜 1033
　一辺が平坦で、対向する一辺が尖る形状の石製品
である。今回確認された資料は、10cm 以上と長細
い形状のものが主体となっている。
　使用石材は、安山岩 1 点 (472.2g)、凝灰岩 1 点
(896.9g)、砂質凝灰岩 1 点 (135.2g)、凝灰質砂岩 1
点 (940.3g)、片麻岩 2 点 ( 計 1137.8g)、である。

（６）その他石製品
　1060・1073・1076 は擦れた礫ともいうべきもの
であるが、何か加工をするための道具である磨石と
は区別される。特に 1060 は結果として小型の球状
になったものと考えられる。
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３　小結
　今回の出土石器群の様相を見ると、石鏃および石
鏃に対応する小型剥片石器類の出土が多くない。こ
れまで笹平遺跡出土石器群として知られていた原
田氏資料と比較すると、その差は歴然である ( 川添
2020)。笹平遺跡の石器群全体を把握するには、両
資料群を見る必要があろう。　　　　　（川添和暁）

6001
722SK

瀬戸陶器（錆釉）

0 10cm(1/4)

6002
797SK

瀬戸美濃陶器（灰釉）

6003
1320SK

灰釉陶器

6007
3830SK

瀬戸磁器

6006
3826SK

美濃陶器（鉄釉）

6008
2053SK

瀬戸陶器（鉄釉）

6012
検出１

瀬戸磁器か

6016
表土

美濃陶器（鉄釉＋灰釉）

6015
検出１

瀬戸陶器（鉄釉）

6013
検出１

美濃陶器
（長石釉鉄絵緑釉流し）

6014
検出１

瀬戸陶器（鉄釉）

6009
墓地

灰釉陶器

6010
墓地

瀬戸磁器

6011
検出２

美濃陶器（染付）

6004
3338SK

美濃陶器（染付）

6005
3399SK

瀬戸磁器（染付）

6016
墓地

鉄製品（鎌）

6017
737SK

鉄製品（銭貨）

6018
711SK

鉄製品 ( 刃物 )

6019
3333SK

鉄製品（刀子）

6021
表土

銅製品（銭貨）

6020
墓地

銅製品（銭貨）

0 5cm(1/2)

第４節　古代以降の遺物
　 古 代 以 降 の 遺 物 に は 平 安 時 代 の 遺 物（6003・
6009）が若干ある他は、江戸時代以降のものが多く、
大半は 19 世紀以降に属するものである。調査前ま
で墓地であった区域周辺では寛永通寶や鉄鎌など副
葬品と思われる遺物が出土した。　　　（鈴木正貴）

第 303 図　古代以降の遺物




